
　

右
京
消
防
団
の
協
力
の

も
と
、
京
北
を
舞
台
と
し

た
「
人
権
啓
発
映
画
」
第

３
弾
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
高
齢
者

の
人
権
を
テ
ー
マ
に
、
笑

い
あ
り
涙
あ
り
の
内
容
で

す
。

　

消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
「
生

き
が
い
」
を
見
つ
け
、
地
域
の
絆

や
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
、
心

温
ま
る
「
は
ー
と
ふ
る
」
な
作
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

右
京
区
役
所
や
右
京
中
央
図
書

　

３
月
11
日
（
金
）、
右
京
区
の

ま
ち
を
良
く
し
よ
う
と
活
動
さ
れ

て
い
る
約
100
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
区
民
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
は
「
学
ん
で
気
づ
い
て

は
じ
め
る
ま
ち
づ
く
り
！
」。「
移

り
住
み
た
い
ま
ち
」（
京
都
移
住

計
画
代
表
の
田
村
篤
史
さ
ん
）
で

は
移
住
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
と

課
題
、「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」（
京

都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
普
及
部
部
長
の
池
上

◆
花
降
る
里
け
い
ほ
く
、
ゆ
る

り
、
桜
め
ぐ
り

　

京
北
地
域
は
市
中
心
部
か
ら
例

年
10
日
ほ
ど
遅
く
桜
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
た
め
、
４
月
後
半
も
ゆ
っ

た
り
と
桜
を
楽
し
め
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
花
開

く
京
北
の
桜
は
、
ま
ち
な
か
で

育
っ
た
桜
と
は
ま
た
違
っ
た
表
情

を
見
せ
ま
す
。

　

右
京
区
役
所
や
京
北
出
張
所
で

配
布
し
て
い
る
京
北
の
桜
の
名
所

正
さ
ん
）
で
は
地
域
で
始
め
る
健

康
づ
く
り
の
輪
の
作
り
方
、「
安

心
安
全
の
ま
ち
」（
京
都
新
聞
社

記
者
の
冨
田
芳
夫
さ
ん
、
今
野
麦

さ
ん
）
で
は
東
北
・
鬼
怒
川
・
福

知
山
の
被
災
地
取
材
を
通
し
て
見

え
た
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演
い

た
だ
い
た
う
え
、
参
加
者
同
士
で

話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
議
開
始
前
に
は
「
サ
ン
サ
芸

術
の
杜
」
実
行
委
員
会
の
提
案

で
、
京
都
大
学
交
響
楽
団
の
弦
楽

四
重
奏
カ
ル
テ
ッ
ト
・
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
ズ
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が

あ
る
な
ど
、
い
ま
ま
で
に
な
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
会
議
に
参

加
者
の
方
に
も
ご
満
足
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
取
り
組
み
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
！

問
地
域
力
推
進
室　

総
務
・
防
災

担
当　

☎
861
・
１
７
８
４

時
４
月
20
日
（
水
）
９
時
～
15

時
（
小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
は

４
月
21
日
（
木
）
に
延
期
）

所
広
沢
池
西
側
一
帯
。
湿
田
も

あ
り
ま
す
の
で
、
長
靴
や
汚
れ
て

も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
水
筒
・
弁
当
持
込
可

主
催
右
京
区
民
ふ
れ
あ
い
事
業
実

行
委
員
会
・
右
京
区
役
所

協
力
京
都
市
農
業
協
同
組
合
嵯
峨

支
部

問
地
域
力
推
進
室　

ま
ち
づ
く
り

推
進
担
当　

☎
861
・
１
２
６
４

＊
雨
天
時
や
延
期
な
ど
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
当
日
午
前
８
時
以
降

に
「
京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル
☎
661
・

３
７
５
５
」へ

　

今
回
は
挑
戦
し
続
け
る
声
楽

家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

右
京
区
在
住
の
青
野
浩
美
さ

ん
は
、
大
学
生
の
時
に
原
因
不
明

の
病
気
で
気
管
を
切
開
す
る
手

術
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
度
は

声
を
失
い
ま
す
が
「
ス
ピ
ー
チ
カ

ニ
ュ
ー
レ
」
と
い
う
医
療
器
具
を

付
け
て
、
現
在
声
楽
家
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
紹
介
し
た
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、

ぜ
ひ
桜
め
ぐ
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
京
北
さ
と
ま
ち
交
流
カ
フ
ェ　

恋
咲
楽
」
オ
ー
プ
ン
！

　

平
成
27
年
度
「
空
き
家
活
用
×

ま
ち
づ
く
り
」
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
に
選
ば
れ
た
「
京
北
さ

と
ま
ち
交
流
カ
フ
ェ　

恋
咲
楽
」

が
、
４
月
９
日
（
土
）
オ
ー
プ

ン
。
地
元
住
民
と
ま
ち
の
大
学
生

な
ど
、
「
さ
と
」
と
「
ま
ち
」
の

交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
で
き

る
カ
フ
ェ
で
す
。

　

地
元
住
民
と
お
話
し
し
な
が
ら

地
野
菜
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
め

ま
す
。
今
後
、
農
作
業
体
験
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

小
高
い
丘
の
カ
フ
ェ
か
ら
京
北

「
桜
100
選
」
の
「
出
逢
い
桜
」
や

「
祇
園
夜
桜
の
子
桜
」
を
眺
め

て
、
ほ
っ
と
一
息
つ
き
に
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

利
用
日
時
土
、
日
、
祝
日　

10
時

～
14
時

所
右
京
区
京
北
上
中
町
中
ノ
通

７
（
京
北
第
三
小
学
校
近
く
）

問
☎
070
・
５
２
６
９・
８
０
７
３

（
小
井
）

館
に
お
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
人
権
研
修

な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
「
右
京
コ

ミ
ュ
ニ
Ｔ
Ｖ
」
に
お
い
て
も
公
開

中
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ

の
企
画
・
制
作
を
行
う
事
業
者
を

５
月
31
日
（
火
）
ま
で
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
右
京
区
役
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
着
情
報
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
地
域
力
推
進
室　

ま
ち
づ
く
り

推
進
担
当　

☎
861
・
１
２
６
４

■
医
療
器
具
を
付
け
て
も
歌

え
な
い
と
診
断
さ
れ
た
時
、ど

う
思
い
ま
し
た
か
。

　

物
理
的
、
医
学
的
理
由
か
ら
歌

え
な
い
の
で
は
な
く
、
前
例
が
な

い
か
ら
と
聞
き
、「
や
っ
て
も
い

い
ん
だ
、
挑
戦
で
き
る
」
と
思
い

ま
し
た
。
青
野
家
の
教
育
は
「
や

ら
ず
に
諦
め
る
な
」な
ん
で
す
。

■
講
演
活
動
は
い
か
が
で
す
か
？

　

講
演
先
で
の
出
会
い
は
喜
び

で
す
。
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
友
人
、
家
族
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
家
族
は
、
遠
方
に

行
く
際
に
も
「
お
前
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
だ
か
ら
行
っ
て
こ
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
心
強
い
存
在

で
す
。

■
講
演
で
一
番
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

「
諦
め
ず
に
ま
ず
は
挑
戦
し
て

み
て
ほ
し
い
」と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
も
っ
と
住
み
や
す
い
ま
ち

に
す
る
た
め
に
は
、ど
う
な
れ

ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

フ
ラ
ッ
ト
な
歩
道
や
ス
ロ
ー

プ
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
も
あ
り
ま

す
が
、
車
椅
子
で
ま
ち
に
出
て
、

手
助
け
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
伝

え
、
お
互
い
に
知
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

１
歳
半
の
甥
っ
子
の
面
倒
を

見
て
い
る
影
響
も
あ
っ
て
、
子
ど

も
達
と
も
っ
と
触
れ
合
う
機
会

を
持
つ
こ
と
と
、
た
く
さ
ん
の
人

と
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

活
動
に
つ
い
て
は
、Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ア

カ
ウ
ン
ト
な
ど
で
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。右
京
区
で

も
も
っ
と
歌
声
を
響
か
せ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

５
月
１
日
（
日
）
か
ら
、
三
尾

（
高
雄
地
域
）
で
文
化
を
楽
し
む

「
三
尾
茶
旅
」
が
開
催
。
宝
物
虫

払
い
行
事
、
お
茶
会
、
か
わ
ら
け

投
げ
大
会
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

宝
物
虫
払
い
行
事

時
５
月
１
日
（
日
）
～
５
日
（
木
）

９
時
～
16
時

所
神
護
寺
書
院

¥
800
円

新
緑
も
え
る
青
も
み
じ
の
下
で
抹

茶
を
楽
し
む

時
５
月
１
日
（
日
）
～
５
日
（
木
）

10
時
～
15
時

所
高
雄
橋
周
辺

¥
500
円
（
申
不
要
）

協
力
光
華
女
子
大
学
、
京
都
学
園

大
学
、
高
雄
小
中
学
校
の
茶
道

部
、
高
雄
保
勝
会
な
ど

ま
い
ま
い
京
都
の
人
気
ガ
イ
ド
と

め
ぐ
る
！
巨
木
と
清
流
に
抱
か
れ

た
宝
物
の
里
歩
き

時
５
月
２
日
（
月
）10
時
～
16
時

定
15
名
（
先
着
順
・
要
予
約
）

¥
６
千
円
（
拝
観
料
含
む
）

＊
昼
食
代
別
途
必
要

ガ
イ
ド
三
浦
豊
氏
（
森
の
案
内

人
、
庭
師
）

詳
し
く
は
高
雄
保
勝
会
Ｈ
Ｐ
で
。

問
三
尾
活
性
化
委
員
会
（
高
雄
保

勝
会
）
☎
871
・
１
０
０
５

　

５
月
は
憲
法
月
間
で
す
。人

権
を
大
切
に
し
、尊
重
し
合
う

習
慣
が
息
づ
く
ま
ち
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

桜色に染まる京北のカフェで、
ほっこり交流してみませんか？

一重と八重が混在する希少種
「百年桜」

【
お
詫
び
と
訂
正
】

３
月
15
日
号
１
面
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤　

～
嵐
山
北
野
線
は
・
・
・　
　

正　

～
嵐
電
北
野
線
は
・
・
・

No.18

28
年
度
制
作
業
務
の
委
託
事
業
者
募
集

参
加
無
料
・
申
込
不
要

右
京
区
人
権
啓
発
事
業「
右
京
は
ー
と
ふ
る
シ
ア
タ
ー
」

『
わ
れ
ら
。
山
国
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
！
―
右
京
消
防

団
シ
ル
バ
ー
隊
奮
戦
記
―
』が
完
成
！！

第
２
回
右
京
区
ま
ち
づ
く
り
区
民
会
議

全
体
会
議
開
催
！

れ
ん
げ
と
田
園
風
景
を
楽
し
む

「
れ
ん
げ
を
摘
む
会
２
０
１
６
」

facebook
「京北まちづくり
未来日記」で
桜情報発信中！

サ
ク
ラ
サ
ク
、　
京
北 

春
便
り

歴
史
と
文
化
を
め
ぐ
る

「
三
尾
茶
旅
」
を
開
催
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